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とういん謹賀新年
議会だより

●膨らむ電気代  重くのしかかる
●委員会活動報告
●町立図書館で聴きました
●10人が町政を問う
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城山小学校であいさつ運動
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一般会計
補正予算

膨らむ電気代
　重くのしかかる

議会として監視

補
正
予
算

2

12 月 定 例 会12 月 定 例 会

主
な
質
疑

主
な
質
疑

問
社
会
教
育
課
所
管
施
設

の
電
気
事
業
者
は
ど
こ

で
す
か
。

答
社
会
教
育
課　

エ
ネ
ッ

ト
と
中
部
電
力
で
す
。

問
学
校
で
は
、防
犯
の
た
め

に
夜
間
も
照
明
を
点
灯

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
電

気
代
に
影
響
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答
教
育
総
務
課　

場
所
に

よ
っ
て
セ
ン
サ
ー
感
知

式
や
タ
イ
マ
ー
式
で
時
間
設
定

し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

問
す
べ
て
の
地
権
者
か
ら

了
解
を
得
て
い
ま
す
か
。

答
教
育
総
務
課　

お
お
む

ね
理
解
は
得
て
い
ま
す
。

問
用
地
買
収
は
、
地
権
者

22
名
30
筆
、坪
単
価
は
い

く
ら
で
す
か
。

答
教
育
総
務
課　

お
よ
そ

５
段
階
ぐ
ら
い
の
評
価

と
な
っ
て
お
り
、
場
所
に
よ
っ

て
違
い
ま
す
。

概要

戸
籍
法
改
正
に
よ

り
戸
籍
に
氏
名
の

振
り
仮
名
が
追
記
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、住
民
票

な
ど
に
も
追
記
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、そ
れ
に
対
応
す
る
た
め

の
住
基
シ
ス
テ
ム
の
改
修
な

ど
を
行
う
も
の
で
す
。

概要

東
員
第
一
中
学
校

建
設
事
業
に
係
る

用
地
買
収
費
や
建
物
等

移
転
補
償
費
な
ど
で
す
。

戸
籍
住
民
基
本
台
帳
経
費

（
町
民
課
）

中
学
校
施
設
整
備
費

（
教
育
総
務
課
）

683万円4億1540万円

12
月
定
例
会
は
、
12
月
１
日
か
ら
12
月
15
日
ま
で
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

請
願
１
件
、
発
議
２
件
、
議
案
12
件
（
人
事
１
件
、
条
例
６
件
、
補
正
予
算
５
件
）
の
内
、
人
件
費
改
正
（
議
員
の
期
末
手
当
）
を

除
き
可
決
し
ま
し
た
。

施設名 当初予算額 (A) 今回補正額 (B) 令和５年度予算 (A+B) 前年度実績額
庁舎等施設 1118万円 　375 万円 1493万円 1446万円
ふれあいセンター 389万円 　272 万円 660万円 550万円
保育園・幼稚園施設 1298万円 　149 万円 1448万円 1611万円
学校施設 1971万円 　1321万円 3291万円 2700万円
給食センター 439万円 　188 万円 627万円 545万円
総合文化センター 760万円 　317万円 1078万円 930万円
合計 5975万円  2622 万円 8597万円 7782 万円

可
決

公共施設の電気代予算一覧

役場内の LED 照明

総合文化センターに隣接した建設予定地
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特別会計・公営企業会計
補
正
予
算

3

主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
条
例

主
な
条
例

問
電
算
シ
ス
テ
ム
改
修
の

内
容
は
何
で
す
か
。

答
健
康
長
寿
課　

令
和
６

年
４
月
か
ら
の
介
護
保

険
報
酬
改
定
な
ど
に
伴
う
報
酬

額
の
入
れ
替
え
を
す
る
た
め
の

改
修
委
託
料
で
す
。

問
止
水
栓
の
取
り
替
え
費

用
は
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
。

答
上
下
水
道
課　

所
有
者

は
住
民
の
方
に
な
る
の

で
、
住
民
の
方
が
払
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

問
メ
ー
タ
ー
周
り
の
漏
水

修
繕
費
用
の
負
担
は
ど

う
な
り
ま
す
か
。

答
上
下
水
道
課　

公
道
部

分
は
町
、民
地
は
土
地
所

有
者
が
負
担
し
ま
す
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て

寄
付
さ
れ
た
た
も
の
は
、

す
べ
て
こ
の
基
金
に
積
み
立
て

ら
れ
ま
す
か
。

答
総
務
課　

基
本
的
に
は
、

寄
付
金
額
全
額
を
一
度

基
金
に
入
れ
て
、
翌
年
度
よ
り

ま
ち
づ
く
り
の
施
策
へ
充
当
す

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

概要

寄
付
金
の
有
効
活
用
と

円
滑
な
制
度
運
営
を
図

る
た
め
、
基
金
条
例
を
制
定
す

る
も
の
で
す
。

概要

督
促
手
数
料
を
廃
止
す

る
に
当
た
り
、関
連
条
例

を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

　

期
限
内
納
付
が
基
本
で
す

が
、
納
付
期
限
を
過
ぎ
て
も
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど

で
は
、
当
初
の
納
付
書
を
使
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

令
和
６
年
４
月
１
日
以
降

に
賦
課
さ
れ
た
も
の
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計

東
員
町
ふ
る
さ
と
応
援
基
金

条
例
の
制
定

督
促
手
数
料
を
廃
止
す
る

た
め
の
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例
の
制
定

水
道
事
業
会
計

国民健康保険 　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 32 万円を追加し、総額を歳入歳出それぞ
れ 28 億９０２２万円とするものです。 

介 護 保 険 　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 5513 万円を追加し、総額を歳入歳出そ
れぞれ 19 億 3002 万円とするものです。 

上 水 道 事 業 　収益的支出 2068 万円を増額補正し、予算総額（収益的支出と資本的支出の総額）
6 億 7582 万円とするものです。

東員町のふるさと納税サイト

便利になります

一般家庭の水道メーター
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委
員
会
活
動
／
議
会
運
営
委
員
会

4

　研修には当議会は議長・議会運営委員会
６名で視察に行きました。
　内容は、冒頭に精華町議会運営委員会
佐々木委員長から「町民のための議会改革
でなければならない」と話された後『通年
議会・議会改革について』精華町の現状に
ついての課題・問題点などの説明を受けま
した。
　「まず、やってみようとの気持ちで通年
議会制を取り入れた。」とのことでした。
　また精華町議会では、傍聴規則の改正を
行ないましたが、東員町議会傍聴規則につ
いても改正が必要ではないかとの提案も受
けました。

議会運営委員会

「通年議会・議会改革」「通年議会・議会改革」のの検討検討のためのため視察視察
10月18日（水）　京都府精

せい

華
か

町議会へ視察

10月19日（木）　京都府久
く

御
み

山
やま

町議会へ視察

※専決処分…緊急を要するため、議会を招集する時間的余裕がないときなど、議会の議決を待たずに町長

の責任で執行すること。なお、この場合には議会の事後承認を得なくてはなりません。

　京都府久御山町役場に移動し、
久御山町議会議長、議会運営委員
全員に出席いただき視察研修しま
した。
　『通年議会制』を取り入れて改
正前との違いは、「工事発注など
について執行部より高額議案で
あっても専決処分※がなされていた
が、議会が審査できるようになり
ました」と説明がありました。
　本町は「低額であってもほとん
どが入札形式」で行われており該
当しませんが、『通年議会』を取
り入れるのか、取り入れないの
か、各委員が考える機会を得まし
た。
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委
員
会
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動
／
総
務
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設
常
任
委
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教
育
民
生
常
任
委
員
会

5

　当委員会は下記の活動テーマに決めて、取り
組んできました。
　交通問題では、高齢化による外出支援やきめ
細かい移動手段の必要性や、町内の危険個所へ
の路面標示の提案をしました。
　地下水源では、東員町の水道事業の現状など
を重点的に学びました。
　コロナ禍が落ち着いてからは、視察研修も行
いました。
　意欲的に委員会を開き、年度ごとの評価採点
表を作成して検証しました。
　２年間の評価と交通安全対策についての要望
書をまとめました。
　詳しくは二次元コードよりご覧ください。

　当委員会は下記の活動テーマに決めて取り組ん
できました。
　令和4年度はコロナ禍もあり、視察研修の受け
入れ先がなく、行政との勉強会を中心に月に1回
は開催してきました。
　令和5年度に入るとコロナ禍も落ち着き始め感
染症の位置付けが5類に移行したこともあり、視
察研修にも行くことができました。
　委員会の総括として「みえる化」を目指し、2
年間の評価と要望書をまとめました。
　詳しくは二次元コードよりご覧ください。

１．交通問題
　①地域交通について
　②交通安全について

１．脱炭素社会に向けての取り組み
　①地球温暖化対策について
　②ごみ対策について

２．地下水源
　①町の地下水の現状について
　②地下水の利用について

２．子どもを取り巻く課題への取り組み
　①東員町の子ども条例について
　②GIGAスクール構想について
　③学校の統廃合について

総務建設常任委員会

教育民生常任委員会

報告書はこちら

報告書はこちら

要望書はこちら

要望書はこちら

２年間の活動総括２年間の活動総括

２年間の活動総括２年間の活動総括

活動内容活動内容

活動内容活動内容
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４項目の行政事業を採点し執行部へ提案！４項目の行政事業を採点し執行部へ提案！

「こども未来戦略方針」の講演を受けました「こども未来戦略方針」の講演を受けました

　当委員会では、今回初めて、議会基本条例に基づ
き、町の執行機関を監視・評価することを目的に事務
事業評価を実施しました。
　方法については、令和４年度事務事業の中から、４
事業を選定し、
・「拡充」…評価結果を事業の予算規模や対象を拡充

することが望ましい
・「現状のまま継続」…事業を現状どおり進めること

が望ましい
・「改善のうえ継続」…事業の対象や実施手法等を改

善して進めることが望ましい
・「見直し」…事業の規模縮小または休止・廃止を含

め実施手法等を検討することが望ましい
の４段階に分類し、評価しました。
　本評価結果を考慮し、令和６年度事業計画への反映
を執行部側へ提案しました。

　北勢地区5町（東員町・木曽岬町・朝日町・川越町・菰野町）が、連携して行う合同勉強会を実
施しました。
　今年度の研修当番である本町議会は、「こども家庭庁の設置目的と取り組み」をテーマにした研
修を企画し、国の「こども政策～こども未来戦略方針について」こども家庭庁より講師を招き、説
明を受けました。
　講師から詳細な説明があり、こども家庭庁の方針がよく理解できました。
　国の「こども施策」の要点がとてもわかりやすく、好評でした。

予算決算常任委員会

北勢５町議員合同研修会

提出した評価結果はこちら

令和５年10月6日 （金）
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議会改革の取り組みについて説明議会改革の取り組みについて説明

議 会 運 営 に つ い て 説 明議 会 運 営 に つ い て 説 明

委
員
会
活
動
／
視
察
受
け
入
れ

7

　岩手県北部地区町村議会議長会より16名が当議会へ視察研修に来られました。
　当議会は、正副議長・議会運営委員会正副委員長の4名で対応をしました。
　研修議題の『議会活性化の取り組み』については、事前質問のあった「一般質問の取扱いに
ついて」、「議会報告会について」などを説明し、その後「反問権」、「議員間討議の在り方・行い
方」についてなど多数の質問が活発に出され、予定時間を延長して研修されました。
　北部地区町村議会議長会の皆さんからは「内容についてよく理解できました」と感謝を受け、
視察を終了しました。

　令和５年10月に議会運営委員会が視察を行った京都府久御山町議会(議長・議会運営委員会6
名)が議会運営について当議会に視察研修に来られました。
　当議会は、正副議長・議会運営委員会全員で対応をしました。
　各議員からは「特別委員会の設置について」などの活発な意見・質問が出されました。
　また、当議会の議会運営についての条例運用や久御山町議会と異なる「全員協議会」などの運
用方法を説明しました。
　久御山町議会の松本議長からは「今後も交流を深め議会改革に取り組んで行きたい」と感謝の
意を示され、視察を終了しました。

令和５年10月11日（水）　岩手県北部地区町村議会議長会　視察受け入れ

令和５年11月７日（火）　京都府久
く

御
み

山
やま

町議会　視察受け入れ



三重県東員町議会だより　158 号　　令和 6年 1月 5日発行
8

各
議
案
の
賛
否

8

○全会一致の議案○

議　　案　　名 審議結果
固定資産評価審査委員会の委員の選任について

同意
概要   委員の再任にあたり、議会の同意を得るもの

東員町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
可決

概要   人事院勧告に準拠し、期末手当と勤勉手当併せて年間で「0.10 月分」を引き
上げる改正と給料表の改正

東員町ふるさと応援基金条例の制定について
可決

概要   寄付金の有効活用と円滑な制度運営を図るため、基金条例を制定するもの

督促手数料を廃止するための関係条例の整備に関する条例の制定について
可決

概要   督促手数料を廃止するにあたり、関連条例を整備するもの

東員町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例の制定について 可決
概要   内閣府令の改正に伴い、所要の改正を行うもの

東員町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
可決

概要   産前産後の期間の保険料を減額する見直しによる所要の改正を行うもの

令和５年度東員町一般会計補正予算（第５号）
可決

概要   歳入歳出　5 億 4914 万円の増額補正し、予算総額　103 億 6341 万円とす
るもの

令和５年度東員町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
可決

概要   歳入歳出　32 万円の増額補正し、予算総額　28 億 9022 万円とするもの

令和５年度東員町介護保険特別会計補正予算（第２号）
可決

概要   歳入歳出　5513 万円の増額補正し、予算総額　19 億 3002 万円とするもの

令和５年度東員町水道事業会計補正予算（第１号）
可決

概要   収益的支出　2068 万円の増額補正し、
　　　　予算総額（収益的支出と資本的支出の総額）6 億 782 万円とするもの

令和５年度東員町一般会計補正予算（第６号）
可決

概要   歳入歳出　1 億 4930 万円の増額補正し、予算総額　105 億 1270 万円とす
るもの

令和5年第5回（12月）定例会（12月1日～15日）令和5年第5回（12月）定例会（12月1日～15日）

各 議 案 の 賛 否各 議 案 の 賛 否各 議 案 の 賛 否
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各
議
案
の
賛
否

9

○撤回された議案○

○議員全員反対の議案○

議　　案　　名 審議結果
子どものために「保育士配置基準の引き上げ」と「労働条件改善による保育士の増員」
を求める意見書の提出を求める請願書

採択
概要   保育士配置基準の引き上げと賃金・労働条件改善による保育士増員を求める

もの

発議   保育所等保育に関する人材確保と予算措置を求める意見書
可決

概要   請願が採択されたことによる意見書の提出　※詳しくは、18 ページ

議　　案　　名 審議結果
東員町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制
定について 否決
概要   人事院勧告に準拠し、期末手当を年間で「0.10 月分」引き上げる改正

否決理由
物価高騰のなか、本町の財政は、今後、大変厳しくなります。
また、人事院からの期末手当引き上げ勧告であっても、議員が従う法的な拘束力はありません。
少しでも町財政に貢献することができるのであればとの判断から、議員全員が反対しました。

議　　案　　名
町長、副町長及び教育長の給料及び旅費等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

概要   人事院勧告に準拠し、期末手当を年間で「0.10 月分」引き上げる改正

撤回理由
町の持続的発展のための今後の事務事業・財政の見直しについて、検証を重ねる中、特別職の期末
手当においては、増額を見送るべきと判断したためです。

議員名

議案・件名

大
崎
昭
一

広
田
久
男

中
村
　
等

伊
藤
治
雄

片
松
雅
弘

大
谷
勝
治

三
林
　
浩

山
崎
ま
ゆ
み

島
田
正
彦

南
部
　
豊

水
谷
喜
和

川
瀬
孝
代

三
宅
耕
三

山
本
陽
一
郎

審
議
結
果

　　　　

イスラエルとハマス双方に武力行使中止の
あらゆる働きかけを求める意見書
※詳しくは、18 ページ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × - 可決

議長（－）は採決に加わらない。ただし、可否同数の場合は議長裁決。○は賛成、×は反対。

○賛否の分かれた議案・件名○

発議
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伊
藤
さ
ん
　（
桑
名
市
島
田
）

近
藤
さ
ん
　（
神
田
）

中
山
さ
ん
　（
稲
部
）

服
部
さ
ん
　（
三
和
）

❶
週
に
１
回
く
ら
い
。

❷
１
～
２
時
間
程
度
。

❸
週
刊
誌
や
新
聞
を
読
み

に
来
て
い
ま
す
。

❹
週
刊
誌
が
充
実
し
て
お

り
満
足
し
て
い
ま
す
。
駐

車
場
が
広
く
て
、
無
料
の

と
こ
ろ
が
い
い
で
す
。

❺
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

☆
質
問
項
目

❶
図
書
館
の
利
用
頻
度

❷
図
書
館
の
滞
在
時
間

❸
図
書
館
の
利
用
目
的

❹
図
書
館
の
よ
い
と
こ
ろ

❺
図
書
館
へ
の
要
望
、

自
由
意
見
な
ど

❶
週
に
１
回
く
ら
い
。

❷
30
分
く
ら
い
で
す
。

❸
子
ど
も
用
の
絵
本
や
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
借
り
て
い
ま
す
。

❹
子
ど
も
が
好
き
な
絵
本

を
選
び
や
す
い
と
思
い
ま

す
。
１
人
10
冊
借
り
ら
れ

る
と
こ
ろ
が
い
い
で
す
。

❺
雰
囲
気
も
大
変
よ
く
、

特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

❶
２
週
間
に
１
回
。

❷
30
分
く
ら
い
で
す
。

❸
子
ど
も
用
の
絵
本
な
ど

を
借
り
て
い
ま
す
。
今
日

は
子
ど
も
と
作
れ
る
工
作

本
を
借
り
に
来
ま
し
た
。

❹
子
ど
も
に
読
み
き
か
せ

を
し
て
あ
げ
る
場
所
が
あ

る
の
が
い
い
で
す
。

❺
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

❶
２
週
間
に
１
回
。

❷
30
分
～
１
時
間
。

❸
こ
の
子
が
歴
史
好
き
な

の
で
、
歴
史
本
を
よ
く
借

り
て
い
ま
す
。

❹
明
る
く
て
、
雰
囲
気
が
と

て
も
い
い
。
気
軽
に
利
用
で

き
る
と
こ
ろ
が
い
い
で
す
。

❺
児
童
書
が
対
象
年
齢
ご

と
に
仕
分
け
て
あ
る
と
探
し

や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

ここがいい♪ここがいい♪  あったらいいあったらいいことことなどなど

広聴レポートNo.4 町
立
図
書
館
で
聴
き
ま
し
た
！　

い
い
ね
ー
♪
か
ら
〝
あ
り
が
と
う
東
員
町
〟

10

町立図書館町立図書館でで聴き聴きましたました！！

ご協力くださいました皆さま、ありがとうございました！
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町
立
図
書
館
で
聴
き
ま
し
た
！　

い
い
ね
ー
♪
か
ら
〝
あ
り
が
と
う
東
員
町
〟

11

南
部
さ
ん
　（
神
田
）

高
野
さ
ん
　（
笹
尾
東
）

太
田
さ
ん
　（
三
和
）

石
山
さ
ん
　（
菰
野
）

伊
藤
さ
ん
　（
桑
名
市
多
度
）

❶
１
週
間
に
３
回
。

❷
１
～
２
時
間
。

❸
書
籍
を
借
り
た
り
閲
覧

し
た
り
し
て
い
ま
す
。
今

日
は
新
聞
を
読
み
に
来
ま

し
た
。

❹
係
の
皆
さ
ん
は
対
応
が

よ
く
、
新
聞・
雑
誌
が
充
実

し
て
い
る
の
が
い
い
で
す
。

❺
テ
ー
ブ
ル
の
数
を
増
や

し
て
ほ
し
い
で
す
。

❶
２
週
間
に
１
回
。

❷
30
分
～
１
時
間

❸
本
を
読
ん
だ
り
、
借
り

た
り
し
て
い
ま
す
。
今
日

は
興
味
の
あ
る
専
門
誌
を

読
み
に
来
ま
し
た
。

❹
係
の
皆
さ
ん
は
対
応
が

よ
く
、親
切
に
書
籍
を
探
し

て
く
れ
る
の
が
い
い
で
す
。

❺
科
学
誌
や
専
門
誌
な
ど

の
蔵
書
を
増
や
し
て
ほ
し

い
で
す
。

❶
１
週
間
に
２
回
。

❷
10
～
30
分
く
ら
い
で
す
。

❸
子
ど
も
用
の
絵
本
や
新

刊
を
借
り
て
い
ま
す
。
今

日
は
子
ど
も
の
絵
本
を
借

り
に
来
ま
し
た
。

❹
係
の
皆
さ
ん
の
対
応
が

よ
く
、
全
体
的
に
明
る
い

の
が
い
い
で
す
。

❺
自
分
が
借
り
た
履
歴
が

分
か
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
で
す
。

❶
月
に
２
回
。

❷
30
分
～
１
時
間
。

❸
手
芸
の
本
を
借
り
に
来

て
い
ま
す
。
今
日
は
趣
味

の
手
芸
の
本
を
借
り
に
来

ま
し
た
。

❹
係
の
皆
さ
ん
の
対
応
が

よ
く
、
日
当
た
り
良
好
で
テ

ー
ブ
ル
の
配
置
が
い
い
で
す
。

❺
高
齢
者
向
け
の
手
芸
の

本
を
そ
ろ
え
て
ほ
し
い
で
す
。

❶
月
に
３
回
。

❷
２
時
間
以
上
。

❸
本
を
読
ん
だ
り
、
借
り
た

り
し
て
い
ま
す
。
興
味
あ
る

雑
誌
を
読
み
に
来
ま
し
た
。

❹
係
の
皆
さ
ん
の
対
応
が

よ
く
、
窓
か
ら
見
え
る
景

色
が
よ
く
、
居
心
地
が
い

い
で
す
。

❺
哲
学
の
本
な
ど
専
門
誌

を
増
や
し
て
ほ
し
い
で
す
。

❶
月
に
２
回
。

❷
１
～
２
時
間
。

❸
館
内
で
書
籍
な
ど
を
読

み
に
来
て
い
ま
す
。
今
日

は
雑
誌
を
読
み
に
来
ま
し

た
。

❹
館
内
が
広
さ
的
に
最
適

で
、
書
籍
を
探
し
て
く
れ

る
の
が
い
い
で
す
。

❺
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

伊
藤
さ
ん
　（
神
田
）
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原稿は本人が作成したものを原文のまま掲載。なお質問は２題まで掲載しています。

P13

P13

P14

P14

P15

P15

P16

P17

P16

一般質問の内容を動画で視聴できます。
町ホームページの「東員町議会」から「録画動画配信」を検索するか、
スマートフォンやタブレットで二次元コードを読み取りご覧ください。

一般質問とは、町政・財政全般について町長の考えや疑一般質問とは、町政・財政全般について町長の考えや疑
問点を問点を質質

ただただ

す政策論議のことを言います。す政策論議のことを言います。
ただし、議案審議（委員会など）の段階で質問できる内容ただし、議案審議（委員会など）の段階で質問できる内容
は一般質問としては適当ではないとされています。は一般質問としては適当ではないとされています。

12

1 01 0
人
が
町
政
を
問
う

人
が
町
政
を
問
う

三宅　耕三 三宅　耕三 議員議員

・町長の政治姿勢について・町長の政治姿勢について
・中学校建設について・中学校建設について
・東員町の情報発信について・東員町の情報発信について

大谷　勝治 大谷　勝治 議員議員 ・PFAS（ピーファス）について・PFAS（ピーファス）について

大崎　昭一 大崎　昭一 議員議員

・行財政全般について町長に問う・行財政全般について町長に問う
・高齢者福祉について町長に問う・高齢者福祉について町長に問う
・子育て世代応援について町長に問う・子育て世代応援について町長に問う

広田　久男 広田　久男 議員議員

・オレンジバスのダイヤ改正による成果について・オレンジバスのダイヤ改正による成果について
・空き家対策について・空き家対策について
・・「おでかけ元気パス」のパークゴルフ特典について「おでかけ元気パス」のパークゴルフ特典について

川瀬　孝代 川瀬　孝代 議員議員
・健康寿命の延伸について・健康寿命の延伸について
・食品ロス削減の推進について・食品ロス削減の推進について

片松　雅弘 片松　雅弘 議員議員 ・上水道の現状について・上水道の現状について

山崎まゆみ 山崎まゆみ 議員議員
・子育て・子育ち支援の充実について・子育て・子育ち支援の充実について
・定年後の人材の社会参加推進について・定年後の人材の社会参加推進について

南部　　豊 南部　　豊 議員議員 ・未来に向けた町づくり政策について・未来に向けた町づくり政策について

伊藤　治雄 伊藤　治雄 議員議員
・こどもの安心・安全について・こどもの安心・安全について
・地域コミュニティの醸成について・地域コミュニティの醸成について

中村　　等 中村　　等 議員議員
・東員第一中学校移転事業の現状について・東員第一中学校移転事業の現状について
・町財政の現状について・町財政の現状について

P17

サブグランドから見た「陸上競技場」のナイター照明（令和 5 年 2 月設置）
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一般質問一般質問

大お
お

谷た
に

勝か
つ

治じ

三み
や
け宅

耕こ
う
ぞ
う三

問
令
和
５
年
６
月
定
例
議

会
で
一
般
質
問
の
際
に

は
、「
本
町
の
水
道
水
に
は

※
Ｐピ
ー
フ
ァ
ス

Ｆ
Ａ
Ｓ
は
暫
定
目
標
値
を

超
え
て
検
出
さ
れ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。」と
の
答
弁
で
し
た
。

　

し
か
し
、
近
隣
他
市
の
河
川

か
ら
は
、
暫
定
目
標
値
を
上
回

っ
た
事
例
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
人
体
に
お
よ
ぼ

す
危
険
性
に
つ
い
て
は
、
Ｗ
Ｈ

Ｏ
の
専
門
組
織
で
は「
発
が
ん

性
が
あ
る
」と
認
定
し
ま
し
た
。

　

町
で
開
催
さ
れ
た「
と
う
い

ん
わ
く
わ
く
フ
ェ
ス
タ
」に
参

加
し
た
と
き
、
子
育
て
世
帯
は

水
道
水
に
対
す
る
関
心
が
高
か

っ
た
の
で
質
問
し
ま
す
。

　
水
源
に
近
い
河
川
の
調
査
は

ど
う
で
す
か
。

　

ま
た
、
水
源
地
の
保
全
と
緊

急
時
の
水
道
水
の
確
保
は
ど
う

で
す
か
。

答
み
ら
い
環
境
課
長　

現

在
河
川
に
お
い
て
は
、Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
の
調
査
は
実
施
し
て
い

ま
せ
ん
。

答
上
下
水
道
課
長　

水
質

事
故
を
未
然
防
止
す
る

Q. 町長のパワハラは

Q. 水源地の保全は

A.受け手しだいです

A.監視体制を継続します

財
源
の
確
保
は 

た
め
の
監
視
体
制
を
継
続
し
ま

す
。

　
県
の
水
道
災
害
広
域
応
援
協

定
に
基
づ
き
、
近
隣
の
水
道
事

業
体
に
応
援
要
請
を
行
い
ま
す
。

自然を守り続けよう

建設費膨らむ新東員第一中学校

問
町
長
と
議
員
は
、共
に
選

挙
で
選
ば
れ
る
二
元
代

表
制
と
呼
ば
れ
、
町
長
の
独
裁

に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
の
が
議

会
に
課
せ
ら
れ
た
大
変
重
い
責

任
で
す
。

　
意
見
の
相
違
で
町
長
と
議
員

が
対
立
す
る
の
は
当
た
り
前
の

姿
で
、
根
回
し
せ
ず
正
々
堂
々

と
議
論
す
る
べ
き
で
す
。
批
判

も
反
対
も
受
け
付
け
ず
、
全
て

を
イ
エ
ス
マ
ン
に
す
る
の
は

「
裸
の
王
様
」で
、
町
民
置
き
去

り
の
町
政
に
な
り
ま
す
。

　

昨
今
、
他
町
で
町
長
の
パ
ワ

ハ
ラ
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
東
員
町
で
の
実
態
と
現
状

認
識
を
伺
い
ま
す
。

答
町
長　

議
会
と
町
長
の

関
係
に
つ
い
て
は
、建
設

的
な
こ
と
で
あ
れ
ば
大
い
に
議

論
す
れ
ば
い
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
は
、
受

け
手
側
の
問
題
で
す
が
、
上
位

の
者
が
気
を
配
る
必
要
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
東
員
第
一
中
学
校
建
設

で
は
設
計
と
施
工
が
一

括
発
注
で
、
な
れ
合
い
が
心
配

さ
れ
ま
す
。

　
同
時
に
財
政
的
に
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま
す

が
、
ど
う
で
す
か
。

答
教
育
長　

監
理
は
業
者

に
発
注
し
て
施
工
監
理

体
制
を
確
保
し
、
今
後
は
補
助

金
の
増
額
や
事
業
の
精
査
な
ど

で
サ
ー
ビ
ス
低
下
の
な
い
よ
う

努
め
ま
す
。

※
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
と
は

　

人
工
的
に
作
ら
れ
た
有
機
フ
ッ

素
化
合
物
の
総
称
で
４
７
０
０
種

類
以
上
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

水
や
油
を
は
じ
き
、
熱
に
強
い

と
い
う
特
性
が
あ
り
、
１
９
４
０

年
代
か
ら
産
業
利
用
さ
れ
、
焦
げ

つ
き
に
く
い
フ
ラ
イ
パ
ン
や
防
水

服
、
食
品
の
包
み
紙
な
ど
の
身
近

な
日
用
品
か
ら
、
泡
消
火
剤
や
半

導
体
、
自
動
車
の
部
品
な
ど
幅
広

く
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

環
境
省
で
は
令
和
６
年
度
か
ら

生
物
に
対
す
る
有
害
性
を
調
べ
る

事
業
を
始
め
ま
す
。

イメージ図
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問
オ
レ
ン
ジ
バ
ス
の
ル
ー

ト
ダ
イ
ヤ
を
令
和
５
年

10
月
１
日
よ
り
改
正
し
て
運
行

し
て
い
ま
す
。
利
用
状
況
は
ど

う
で
す
か
。

答
政
策
課
長　

月
の
オ

レ
ン
ジ
バ
ス
乗
車
人
員

は
南
北
線
、東
部
線
、そ
れ
ぞ
れ

急
行
線
も
合
わ
せ
て
６
８
４
０

人
で
し
た
。
令
和
４
年
10
月
と

の
同
月
比
較
で
は
２
６
０
人
ほ

ど
の
利
用
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
南
北
線
は
稲
部
地
区
の
増
便

を
図
り
ま
し
た
が
、
今
の
と
こ

ろ
利
用
者
の
変
化
は
見
ら
れ
ま

せ
ん
。

　
東
部
線
は
イ
オ
ン
モ
ー
ル
ま

で
ル
ー
ト
延
長
を
し
た
結
果
、

穴
太・
中
上
地
区
か
ら
の
利
用

者
数
は
10
月
で
は
50
人
ほ
ど
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
改
正
で
は
山

田
方
面
か
ら
も
イ
オ
ン
モ
ー
ル

ま
で
ル
ー
ト
接
続
し
ま
し
た
が
、

数
字
を
み
る
と
オ
レ
ン
ジ
バ
ス

全
体
の
利
用
者
増
に
寄
与
し
て

い
る
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　
ル
ー
ト
ダ
イ
ヤ
改
正
の
成
果

は
、
も
う
少
し
時
間
を
か
け
て

検
証
し
ま
す
。

補聴器助成で
笑顔になりましょう

大お
お

崎さ
き

昭し
ょ
う

一い
ち

広ひ
ろ

田た

久ひ
さ

男お

Q.第一中新築費用総額と全体像は

Q. ルートダイヤ改正の成果は

A. 総額約 69 億円を見込む

A. 時間をかけて検証します

補
聴
器
購
入
補
助
制
度
を 

問
第
一
中
学
校
区
の
皆
さ

ん
は
新
第
一
中
学
校
の

一
日
も
早
い
開
校
を
待
っ
て
い

ま
す
。

　

新
築
移
転
事
業
の
総
費
用
、

全
体
像（
事
業
計
画
、
収
支
計

画
、支
払
い
計
画
、跡
地
利
活
用

計
画
）を
一
覧
表
に
し
て
町
民

と
議
会
へ
開
示
し
ま
せ
ん
か
。

　

跡
地
の
利
活
用
は
、
あ
ら
ゆ

る
角
度
か
ら
検
討
と
あ
る
が
、

町
民
や
議
会
と
相
談
す
る
と
の

文
言
が
あ
り
ま
せ
ん
。
開
校
ま

で
あ
と
４
年
、
町
長
直
轄
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
立
ち
上
げ
を
提
案

し
ま
す
。
ま
た
、
財
政
支
出
を

理
由
に
職
員
、
会
計
年
度
任
用

職
員
の
労
働
条
件
改
悪
や
住
民

サ
ー
ビ
ス
削
減
を
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
い
か
が
で
す
か
。

答
町
長　

総
事
業
費
は
総

額
約
69
億
円
で
す
。
校

舎
な
ど
の
建
設
費
が
約
62
億

円
、用
地
費
が
約
４
億
円
、埋
蔵

文
化
財
調
査
費
が
約
１
億
円
、

備
品
購
入
費
が
約
２
億
円
で

す
。

　
通
学
路
整
備
費
な
ど
は
詳
細

が
決
ま
り
次
第
報
告
し
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

問
補
聴
器
購
入
補
助
の
実

施
を
高
齢
者
の
健
康
維

持
、
認
知
症
予
防
の
た
め
に
急

ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
い
か
が

で
す
か
。

答
健
康
長
寿
課
長　

加
齢

性
難
聴
と
認
知
症
の
因

果
関
係
や
、
補
聴
器
の
使
用
に

よ
る
認
知
症
発
症
や
進
行
の
予

防
効
果
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
際

に
は
、
費
用
対
効
果
な
ど
を
含

め
、
ご
提
案
の
事
業
を
検
討
す

る
余
地
が
あ
る
と
考
え
ま
す

が
、現
時
点
で
は
ま
だ
、そ
の
段

階
で
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

は
、
提
案
を
参
考
に
検
討
し
ま

す
。
職
員
な
ど
の
労
働
条
件
改

悪
は
し
ま
せ
ん
。

問

歳
以
上
の
方
に
配
布

し
て
い
る「
お
で
か
け
元

気
パ
ス
」に
、パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
半

額
利
用
の
特
典
を
10
月
１
日
よ

り
追
加
し
て
い
ま
す
。

　
利
用
状
況
は
ど
う
で
す
か
。

答
健
康
長
寿
課
長　

令
和

４
年
と
比
較
し
て
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
う
ち
、
元
気
パ
ス

を
利
用
さ
れ
た
方
は
２
カ
月
で

１
０
９
名
と
な
っ
て
お
り
、
高

齢
者
の
健
康
増
進
に
も
つ
な
が

り
、
一
定
の
効
果
が
あ
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
利
用
者
数
はイオンモールまで行けるようになりました
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片か
た

松ま
つ

雅ま
さ

弘ひ
ろ

川か
わ

瀬せ

孝た
か

代よ

問
水
道
は
町
民
の
生
活
や

経
済
活
動
を
支
え
る
必

要
不
可
欠
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で

あ
り
、
安
全
で
良
質
な
水
道
水

を
安
定
的
に
供
給
で
き
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
既
存
施
設

の
維
持
管
理
は
も
ち
ろ
ん
、
耐

震
化
の
対
応
や
耐
用
年
数
を
経

過
し
た
配
水
管
な
ど
を
、
計
画

的
に
更
新
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

老
朽
化
し
て
く
る
送
水
管・

配
水
管
の
更
新
計
画
や
今
後
の

水
道
料
金
の
在
り
方
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。

答
上
下
水
道
課
長　

水
道

事
業
は
、将
来
に
わ
た
り

持
続
可
能
な
水
道
を
目
指
し
、

管
路
の
耐
震
化
や
老
朽
化
対
策

な
ど
が
、
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

将
来
に
わ
た
り
、
安
全
な
水

を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
、

水
道
事
業
経
営
戦
略
を
５
年

ご
と
に
、
見
直
し
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
の
管
路

な
ど
の
更
新
計
画
に
つ
い
て
は
、

本
町
の
管
路
は
、
事
業
初
期
に

整
備
し
た
管
路
が
多
く
、
耐
震

化
率
は
、低
い
水
準
で
あ
り
、耐

Q. 健康寿命の延伸は

Q. 水道の老朽化した管路の更新は

A.対策を推進していきます

A.多くの費用と期間が必要です

食
品
ロ
ス
削
減
は 

震
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
整
備
に
は
多

く
の
費
用
と
期
間
が
必
要
と
な

る
こ
と
か
ら
、
す
べ
て
の
整
備

を
、直
ち
に
行
う
こ
と
は
、困
難

な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

現
在
は
、
上
水
道
管
理
事
務

所
の
老
朽
化
し
た
、
設
備
の
更

新
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
の
水
道
料
金
の
在
り
方

に
つ
い
て
は
、
管
路
の
更
新
や

耐
震
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
た

め
に
は
、
多
額
の
費
用
が
必
要

と
な
り
、
現
行
の
料
金
水
準
で

は
、
安
定
的
な
水
の
供
給
に
向

け
た
投
資
や
、
維
持
管
理
費
を

賄
う
こ
と
は
、困
難
と
考
え
、見

直
し
時
期
に
は
料
金
改
定
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

施設更新中の上水道管理事務所

問
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向

け
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ（
慢
性
閉

塞
性
肺
疾
患
）重
症
化
予
防
の

推
進
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
フ
レ
イ
ル
と
の
関
連
へ
の
課

題
と
認
識
、
患
者
の
状
況
や
疾

患
啓
発
ま
た
、
ハ
イ
リ
ス
ク
者

な
ど
に
対
す
る
受
診
勧
奨
を
伺

い
ま
す
。

答
健
康
長
寿
課
長　

Ｃ
Ｏ

Ｐ
Ｄ
は
、肺
の
炎
症
が
要

因
で
、
呼
吸
障
害
が
進
行
す
る

疾
患
で
、
活
動
が
制
限
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
、
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア

を
発
症
す
る
と
悪
循
環
と
な

り
、
フ
レ
イ
ル
と
関
連
が
強
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
国
保
の
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
で

は
、
令
和
４
年
度
通
院
患
者
数

は
40
名
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

町
の
検
診
は
、
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
撮
影
や
問
診
票
に
よ
る
喫

煙
指
数
を
実
施
し
、
精
密
検
査

の
方
に
は
、
早
期
受
診
を
促
す

受
診
勧
奨
を
し
て
い
ま
す
。

　

重
症
化
予
防
に
は
、
喫
煙
を

し
な
い
、
煙
を
吸
わ
な
い
こ
と

が
重
要
で
あ
る
た
め
に
、
健
康

教
室
な
ど
周
知
啓
発
や
禁
煙
ポ

ス
タ
ー
掲
示
を
し
て
い
ま
す
。

問
町
の
取
り
組
み
は
ど
の

よ
う
で
す
か
。

答
み
ら
い
環
境
課
長　

食

品
ロ
ス
の
発
生
で
、様
々

な
影
響
や
問
題
が
あ
り
ま
す
。

関
係
機
関
と
協
働
し
、
ニ
ー
ズ

の
把
握
に
努
め
、
先
進
地
事
例

を
調
査
研
究
し
ま
す
。
食
品
ロ

ス
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
食

品
ロ
ス
削
減
推
進
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

　
東
員
町
健
康
増
進
計
画
の
策

定
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
Ｃ
Ｏ

Ｐ
Ｄ
の
取
り
組
み
も
盛
り
込

み
、
対
策
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
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問
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

以
下
、お
尋
ね
し
ま
す
。

　
(1)
親
子
で
自
由
に
遊
ん
だ
り

悩
み
な
ど
を
相
談
し
合
う
子
育

て
サ
ー
ク
ル
な
ど
、
自
主
的
活

動
に
対
す
る
場
の
提
供
は
。

　
(2)
幼・保
育
園
の
活
用
は
。

　
(3)
子
ど
も
に
優
し
い
社
会
づ

く
り
の
機
運
醸
成
は
。

答
子
ど
も
家
庭
課
長　

専
属
的
な
提
供
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
町
体
育
館
や
笹
尾

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
活
用
は
可
能
で
す
。
他
に
、

自
宅
改
装
し
て
母
子
の
居
場
所

づ
く
り
を
始
め
ら
れ
た「
た
ん

ぽ
ぽ
カ
フ
ェ
」や
笹
尾
東
１
丁

目
集
会
場
で
の「
子
育
て
応
援

ル
ー
ム・ア
イ
ア
イ
」や
町
共
同

福
祉
施
設
ホ
ー
ル
を
借
り
て

「
き
っ
ず
ー
な
」な
ど
の
自
主
的

な
活
動
も
あ
り
、今
後
、町
と
し

て
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
と

支
援
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
(2)
未
就
園
児
が
保
育
園
で
親

子
遊
び
と
交
流
が
で
き
る「
ち

び
っ
こ
パ
ー
ク
」を
年
８
回
開

設
し
て
い
ま
す
。
閉
園
後
の
園

庭
開
放
は
、
一
時
的
な
利
用
で

あ
れ
ば
、
園
長
の
許
可
が
得
ら

れ
れ
ば
、
使
用
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。

　

(3)
国
は「
子
ど
も
ま
ん
な
か

社
会
」実
現
に
向
け
て
の
仕
組
み

づ
く
り
を
し
て
お
り
、
町
で
は
、

子
育
て
支
援
の
充
実
を
重
点
施

策
と
位
置
付
け「
子
ど
も・
子
育

て
に
優
し
い
町
づ
く
り
」へ
の
機

運
醸
成
に
努
め
て
い
ま
す
。東員町子育て応援

キャラクター　ピオニー

山や
ま
ざ
き崎
ま
ゆ
み

Q. 子育て・子育ちに優しい社会は
A. 安全安心な子育て環境です

定
年
後
の
社
会
参
加
は 

問
定
年
後
の
人
材
の
社
会

参
加
の
推
進
は
い
か
が

で
す
か
。

答
健
康
長
寿
課
長　

現
役

時
代
の
豊
富
な
経
験
や

知
識
を
活
か
し
、
地
域
貢
献
し

て
頂
け
る
よ
う
町
内
の
活
動
へ

の
支
援
と
周
知
を
充
実
さ
せ
ま

す
。

南な
ん

部ぶ

　
豊ゆ

た
か

問
子
供
た
ち
が
楽
し
い
と

思
え
る
中
部
公
園
の
未

来
に
つ
い
て
は
、
平
成
16
年
11

月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
20
年
が
経

過
し
て
お
り
、
来
場
者
数
は
約

半
数
で
す
。
そ
の
要
因
は
何
で

す
か
。

答
建
設
課
長　

近
隣
市
町

に
大
型
遊
具
を
使
っ
た

公
園
が
で
き
、
分
散
し
た
の
で

は
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
障
が
い
者
の
方
た
ち
が

中
部
公
園
に
来
園
し
て
、

見
て
、さ
わ
っ
て
、遊
べ
る
ス
ペ

ー
ス
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

　

従
来
型
の
公
園
で
は
、
様
々

な
障
壁
に
よ
っ
て
、
遊
び
の
機

会
が
得
ら
れ
な
い
子
ど
も
さ
ん

た
ち
が
い
ま
す
。
ど
ん
な
子
ど

も
さ
ん
た
ち
に
も
、
多
様
な
仲

間
と
出
会
い
、
成
長
し
合
え
る

環
境
を
平
等
に
共
生
で
き
る
公

園
を
提
案
し
ま
す
が
、
い
か
が

で
す
か
。

答
建
設
課
長　

中
部
公
園

の
大
型
遊
具
も
、将
来
的

に
は
更
新
の
時
期
が
来
る
と
思

い
ま
す
の
で
そ
の
時
に
は
、
誰

も
が「
共
生
」し「
分
け
隔
て
な

く
」利
用
で
き
る「
※
イ
ン
ク
ル

ー
シ
ブ
」の
提
案
を
し
て
い
き

ま
す
。

問
安
心・
安
全
を
確
保
す
る

抑
止
力
向
上
の
た
め
の

施
策
は
ど
う
で
す
か
。

答
町
民
課
長　

主
な
取
り

組
み
と
し
て
は
、い
な
べ

警
察
署
と
連
携
を
図
り
、
特
殊

詐
欺
、不
審
者
情
報
、な
ど
行
政

メ
ー
ル
で
注
意
喚
起
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
町
内
の
刑
法
犯
の
認
知
件
数

は
10
年
前
と
比
較
す
る
と
６
割

ほ
ど
減
少
し
て
い
ま
す
。

Q. 未来に向けた町づくり政策は
A.共生型公園を提案します

子どもの成長を育む中部公園

再
質
問
（
一
問
一
答
）

※
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
…

仲
間
は
ず
れ
に
し
な
い
、
み
ん
な

い
っ
し
ょ
に
、
共
生
と
い
う
意
味

※
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
…

仲
間
は
ず
れ
に
し
な
い
、
み
ん
な

い
っ
し
ょ
に
、
共
生
と
い
う
意
味
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一般質問一般質問

伊い

藤と
う

治は
る

雄お

Q. 学校の現状と今後のあり方は
A. 学び合える環境づくりを進めます

中な
か

村む
ら

　
等ひ

と
し

問
東
員
第
一
中
学
校
移
転

事
業
は
、文
部
科
学
省
の

「
中
学
校
施
設
整
備
指
針
」に
添

っ
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
定

め
て
計
画
の
進
行
管
理
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
約
３
万
４
０
０
０
㎡
の
土
地

に
、
東
員
第
一
中
学
校
移
転
す

る
た
め
の
校
舎
建
設
計
画
に
つ

い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
(1)
中
学
校
移
転
の
財
源
確
保

計
画
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て

い
ま
す
か
。

　
(2)
中
学
校
移
転
事
業
に
よ
り
、

貴
重
な
財
産
で
も
あ
る
北
大
社
、

山
田
の
地
権
者
へ
の
今
後
の
用

地
買
取
な
ど
の
対
応
は
。

　

(3)
今
後
、
教
育
と
し
て
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
の
使
い
方
も
含
め
併

せ
、
新
し
い
校
舎
を
建
設
す
る

の
で
あ
れ
ば
特
殊
な
機
能
を
も

つ
教
室
が
あ
っ
て
も
良
い
の
で

は
と
考
え
ま
す
が
。

答
教
育
委
員
会
事
務
局
長

(1)
財
源
は
、
危
険
改
築・

不
適
格
改
築
事
業
と
し
て
、
国

庫
補
助
金
も
見
込
ん
で
い
ま
す

が
、事
業
費
の
多
く
は
、地
方
債
、

公
共
施
設
整
備
基
金
頼
り
と
な

り
ま
す
。

Q. 第一中移転計画は
A.多様な学びを創出していきます

相
談
員
体
制
の
充
実

　
今
後
は
全
庁
的
な
支
出
見
直

し
や
寄
付
、
ふ
る
さ
と
納
税
な

ど
の
募
集
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

(2)
令
和
６
年
１
月
か
ら
は
、

地
権
者
の
皆
様
へ
土
地
売
買
契

約
を
個
々
に
お
願
い
に
い
き
ま

す
。答

教
育
長　

東
員
第
一

中
学
校
は
、図
書
室
や
学

習
室
と
し
て
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
、
共
有
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る

コ
モ
ン
ズ
を
配
置
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
、
新
し
い
時
代
に
対

応
し
た
、
多
様
な
学
び
を
創
出

し
て
い
き
ま
す
。

問
各
学
校
間
の
児
童
生
徒

数
に
差
異
が
あ
り
ま
す

が
、
人
数
較
差
に
よ
る
問
題
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
学
区
再
編
や

学
校
統
廃
合
が
想
定
さ
れ
ま
す

が
、
今
後
の
対
応
な
ど
を
お
尋

ね
し
ま
す
。

　

ま
た
、
不
登
校
の
現
状
に
つ

い
て
は
い
か
が
で
す
か
。

答
教
育
長　
小
学
校
の
現
状

は
、
全
体
と
し
て
は
横
ば

い
か
ら
減
少
傾
向
で
推
移
し
て

い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
児

童
生
徒
数
は
ク
ラ
ス
替
え
が
で

き
る
規
模
が
良
い
と
考
え
ま
す
。

　
児
童
生
徒
数
が
減
少
傾
向
に

あ
る
東
員
第
二
中
学
校
区
は
、

小
学
校
の
統
廃
合
を
検
討
し
、

子
ど
も
た
ち
が
学
び
合
え
る
環

境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
町
内
の
不
登
校
児
童
生
徒
数

は
、
令
和
４
年
度
で
は
小
学
校

15
名
、
中
学
校
37
名
と
な
っ
て

お
り
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
不
登
校
の
理
由
と
し

て
は
、
無
気
力
や
不
安
感
が
最

多
と
な
っ
て
い
ま
す
。
不
登
校

に
関
す
る
相
談
は
、
学
校
教
育

課
が
窓
口
と
な
り
、
子
ど
も
家

庭
課
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

問
最
近
、法
的
専
門
性
を
有

す
る
相
談
員
と
し
て
ス

ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
や
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
活
用

が
注
視
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
導

入
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
教
育
長　

ス
ク
ー
ル
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は

１
名
体
制
で
、
学
校
だ
け
で
は

解
決
で
き
な
い
問
題
に
対
処
し

て
お
り
、
大
変
有
効
で
す
。
ま

た
、
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
は
配

置
し
て
い
ま
せ
ん
が
、今
後
、学

校
と
弁
護
士
の
連
携
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
は
検
討
し
ま
す
。

ー
な
ど
と
連
携
を
図
っ
て
い
ま

す
。

新第一中学校の建設用地

プレハブ対応校舎
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発
議
・
請
願
／
あ
の
質
問

18

　議員が、過去の本会議で
行った一般質問の中から、
その後どのように町政に反映
されたかを追跡し、皆さんに
お知らせします。

　本町自慢の「中部公園」にあ
るパークゴルフ場は年間 1 万人
程度の利用実績ですが、健康増
進にもつながるので利用促進を
してはどうですか。

（令和 5 年 6 月議会　一般質問）

パークゴルフの利用促進

　65 歳以上の運転免許返納者
と 75 歳以上全員に配布してい
る「おでかけ元気パス」にパー
クゴルフの利用特典を追加でき
ないか検討します。

「おでかけ元気パス」をパークゴルフの
受付で提示すれば、1 回利用につき 1 回
無料（実質半額）になる特典を追加しま
した。

( 令和 5 年 10 月特典開始 )

こうなりました

Q

A

追跡追跡
あの質問はあの質問は

どうなったんや？どうなったんや？

◆
発
議
件
名

　

イ
ス
ラ
エ
ル
と
ハ
マ
ス
双
方

に
武
力
行
使
中
止
の
あ
ら
ゆ
る

働
き
か
け
を
求
め
る
意
見
書

◆
発
議
者　
大
崎
議
員

◆
賛
成
者　
中
村・南
部・伊
藤

大
谷・島
田・水
谷・山
崎
議
員

◆
意
見
書

　

イ
ス
ラ
エ
ル
と
ハ
マ
ス
の
戦

闘
に
よ
り
、
ガ
ザ
地
域
は
、
一
般

市
民
、と
り
わ
け
女
性
と
子
ど
も

た
ち
の
命
が
奪
わ
れ
、人
道
危
機

に
陥
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　
内
閣
総
理
大
臣
宛
て
に
、こ
れ

以
上
人
道
危
機
が
悪
化
し
な
い

よ
う
、国
際
法
に
基
づ
き
事
態
の

早
期
鎮
静
化
を
働
き
か
け
る
よ

う
、意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
を

追
加
発
議
し
、賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。

◆
意
見
書
詳
細
は
→

◆
請
願
件
名

　
子
ど
も
の
た
め
に「
保
育
士
配

置
基
準
の
引
き
上
げ
」と「
労
働

条
件
改
善
に
よ
る
保
育
士
増
員
」

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
請
願
書

◆
請
願
者

桑
員
地
域
労
働
組
合
総
連
合

　
海
野　
鐘
弘

◆
審
査
結
果

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会
に
お

い
て
、請
願
者
の
説
明
や
質
疑
応

答
な
ど
を
行
い
、全
員
賛
成
で
採

択
し
ま
し
た
。

◆
意
見
書

　
請
願
書
と
酷
似
し
た
内
容
が
国

会
で
議
論
さ
れ
て
い
る
の
で「
保

育
所
等
保
育
に
関
す
る
人
材
確
保

と
予
算
措
置
を
求
め
る
意
見
書

（
発
議
第
４
号
）」を
追
加
発
議
し
、

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

◆
意
見
書
詳
細
は
→

発
議
第
３
号
を

　
　
賛
成
多
数
で
可
決

請
願
第
２
号
を

　
　
全
員
賛
成
で
採
択
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読
者
の
声

19

　
初
め
て
応
募
し
ま
し
た
。

引
っ
越
し
て
来
て
、５
年
経
ち
、

町
内
の
議
会
の
こ
と
を
気
に
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
50
代
）

　
ま
ち
の
話
題
の
東
員
郵
便
局

懐
か
し
い
で
す
ね
。

　
保
存
し
て
も
ら
え
る
と
嬉
し

い
と
思
い
ま
す
。　
　
（
60
代
）

　
い
つ
も
楽
し
み
に
読
ん
で
い

ま
す
！　
　
　
　
　
　
（
30
代
）

　
創
意
工
夫
さ
れ
た
紙
面
の
お

か
げ
で
、
若
い
人
か
ら
高
齢
の

方
ま
で
幅
広
い
世
代
に
読
ん
で

頂
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
40
代
）

　
住
み
や
す
い
町
づ
く
り
を
お

願
い
し
ま
す
！　
　
　
（
10
代
）

　
子
供
の
写
真
を
載
せ
て
い
た

だ
く
と
ホ
ッ
と
し
ま
～
す
！

（
30
代
）

　
議
会
だ
よ
り（
第
１
５
７
号
）

を
読
ん
で
、
た
く
さ
ん
の
感
想

を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
意
見
な
ど
に
つ
い
て
は
、

行
政
に
伝
え
ま
す
。

　

紙
面
の
都
合
上
、
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

読
者
の
声

　
カ
ラ
ー
で
見
や
す
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
80
代
）

２年間ありがとうございました！２年間ありがとうございました！

このメンバーで『わかりやすい議会だより』をつくりましたこのメンバーで『わかりやすい議会だより』をつくりました



委 員 長／広田　久男
副委員長／山崎まゆみ
委　　員／大崎　昭一　 中村　等
　　　　　片松　雅弘　 三林　浩

議会広報広聴常任委員会 次回の定例会は
令和６年３月11日に
開会予定です。
傍聴、お待ちしています。

編
集
後
記

　

本
号
が
任
期
最
後
の
「
議

会
だ
よ
り
」
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
は
５
類
に
移

行
し
、
４
年
ぶ
り
に
委
員
会

研
修
に
も
行
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
人
で
も
多
く
の

皆
さ
ん
に
読
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
、
新
た
に
挑
戦
し
た
こ

と
は
、

▼【
全
国
一
の
最
速
発
行
】

「
議
会
だ
よ
り
」
の
発
行
は
、

定
例
会
後
の
翌
月
第
１
金
曜

日
に
し
ま
し
た
。

▼【
広
聴
活
動
】
紙
面
を
利
用

し
議
会
広
報
な
ど
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
な
い
ま
し

た
。

▼【
広
聴
活
動
】
町
内
の
皆
さ

ん
の
声
を
聴
き
「
特
集
ペ
ー

ジ
」
を
追
加
し
ま
し
た
。

　

読
み
や
す
く
・
見
や
す
く

す
る
た
め
、
記
事
は
簡
潔
明

瞭
に
、
難
解
語
は
使
用
し
て

な
い
か
。
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ

る
写
真
・
見
出
し
に
な
っ
て

い
る
か…

。

　

悩
み
ま
く
っ
て
編
集
す
る

繰
り
返
し
で
し
た
が
、
評
判

は
大
分
と
良
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
精
進
し
ま

す 

。

（
広
田　

久
男
）

一般質問の議事録はホームページで公開しています。議会事務局でも閲覧できます。

ま
ち
の
話
題

※この議会だよりは古紙配合率100％白色度80％の再生紙を使用しています。

令
和
6
年
1
月
5
日
発
行

発
行
／
東
員
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
　
T
E
L〈
0
5
9
4
〉8
6
－
2
8
1
3
　
FA
X〈
0
5
9
4
〉8
6
－
2
8
5
3

三
重
県
員
弁
郡
東
員
町
大
字
山
田
1
6
0
0
番
地
　
E
-m
a
il：
g
ikai@

tow
n.toin.lg

.jp
　
https://w

w
w
.tow

n.toin.lg
.jp/

　

今
回
も
多
数
の
ご
応
募
を
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
正
解
は

　
問
１　
９
月
21
日　

　
問
２　
９
人

　

多
数
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽

選
の
結
果
、
当
選
さ
れ
た
15
人

の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を
贈
呈
し

ま
す
。　

＊
笹
尾
西
４　
井
上　
英
子 

様

＊
笹
尾
西
４　
宮
田
ゆ
か
り 

様

＊
笹
尾
西
２　
眞
野　
隆
久 

様

＊
笹
尾
東
１　
中
山　
ゆ
み 

様

＊
笹
尾
西
３　
宮
前　
房
子 

様

＊
大　
　
木　
中
村
な
る
み 

様

＊
笹
尾
東
３　
伊
東　
　
舞 

様

＊
長　
　
深　
伊
藤　
信
司 

様

＊
城 

山  

２　
山
口　
明
美 

様

＊
笹
尾
西
２　
羽
田
野
勝
明 

様

＊
城 

山  

３　
小
林　
恵
美 

様　

＊
笹
尾
西
３　
宮
前　
高
美 

様

＊
鳥　
　
取　
辻　
　
範
浩 

様

＊
城 

山  

１　
城
田　
茂
子 

様

＊
笹
尾
東
３　
卯
野　
沙
和 

様

ク
イ
ズ
当
選
者

　プロになることを夢見て小学1年生から東員SCに所属
しサッカーを始めました。
　高校生の時はジュビロ磐田U-18に入り、充実した日々
を送りました。その甲斐あって令和5年9月18日に「愛媛
FC」と正式にプロ契約を結びました。
　今後の夢は、海外でも活躍できる選手になることです。
最後に「東員町の皆さんに元気」を与えられるよう頑張り
ますので応援よろしくお願いします。

1
2
月
定
例
会
 1
5
8
号

東員町からJリーガー誕生

名　前／舩橋　京汰　　年　齢／18歳
身　長／177cm　　　 出身地／神田地区

【プロフィール】


